
ま
ず
は
な
ぜ
、
今
ご
ろ
に
な
っ
て
二
年

も
前
の
人
事
院
勧
告
が
、
実
施
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

そ
も
そ
も
組
合
は
、
組
合
員
の
生
活
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
、
反
対
の
ス
タ
ン
ス
を
堅
持
し
つ

つ
も
、
国
公
準
拠
の
観
点
か
ら
「
二
〇
一

一
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
改
定
」

に
つ
い
て
は
、
応
じ
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
考
え
を
示
し
て
い
た
が
、
米
軍
側
は
人

事
院
勧
告
に
準
じ
た
基
本
給
引
下
げ
を
格

差
給
・
語
学
手
当
の
経
過
措
置
に
反
映
す

る
手
法
に
つ
い
て
の
相
違
が
あ
っ
て
、
今

ま
で
合
意
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
防
衛
省
は
、
早
期
に
決
着
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
駐
労
の
給
与
に
関
わ
る

三
つ
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
こ
の
二
〇
一

一
人
勧
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
震
災
復
興

財
源
と
表
さ
れ
る
臨
時
特
例
法
の
駐
労
へ

の
導
入
、
格
差
給
語
学
手
当
の
経
過
措
置

に
関
わ
る
課
題
が
進
展
し
な
い
こ
と
か
ら
、

強
固
に
米
軍
側
へ
迫
り
解
決
し
た
と
み
ら

れ
る
。

組
合
は
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

の
生
活
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
、
ま
た

今
回
の
二
〇
一
一
人
勧
が
二
〇
一
一
年
四

月
の
二
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
額
措

置
が
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
防
衛

省
に
粘
り
強
い
交
渉
を
し
、
常
に
訴
え

続
け
た
。
そ
の
結
果
、
不
利
益
な
遡
及

は
行
わ
れ
ず
、
今
年
の
四
月
一
日
付
、

五
月
の
給
与
分
か
ら
の
反
映
と
な
っ
た
。

今
回
の
人
勧
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
人

勧
が
示
し
た
基
本
給
月
額
の
引
下
げ
は
、

国
家
公
務
員
給
与
が
民
間
給
与
を
上
回
る

部
分
を
解
消
す
る
た
め
、
中
高
年
層
を
念

頭
に
置
い
て
俸
給
表
を
引
下
げ
る
が
、
若

年
層
（
低
号
俸
）
へ
の
引
下
げ
は
行
わ
ず
、

現
基
本
給
と
同
様
と
し
た
。

ふ
た
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
〇
〇
六
年

公
務
員
給
与
構
造
改
革
に
伴
う
基
本
給
の

経
過
措
置
が
、
来
年
の
四
月
一
日
で
廃
止

と
な
る
一
方
で
、
そ
の
廃
止
に
よ
る
財
源

で
若
年
層
を
手
厚
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
号

俸
回
復
措
置
が
な
さ
れ
、
給
与
が
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
裏
面
に
Ｑ
＆
Ａ
）
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な
ぜ
今
？

二
〇
一
一
年
の
人
勧
を
米
側
合
意

中央ろうきんをご利用の組合員の皆様へ

今月３月の労金返済分より、給与引落としから

口座引落に変わりました。

毎 月 返済日 18日

ボーナス返済日 6月18日・12月18日

一
年
半
以
上
に
わ
た
っ
て
日
米
間
で
協
議
さ
れ
て
き
た
「
二
〇
一
一
年
人
事

院
勧
告
（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
付
）
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

た
駐
留
軍
従
業
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
」
三
月
二
五
日
に
防
衛
省
と
在
日
米

軍
が
合
意
し
、
基
本
労
務
締
約
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

施
行
は
本
年
四
月
一
日
で
五
月
の
給
与
支
払
い
分
か
ら
影
響
を
う
け
る
。

駐留軍等労働者の給与改定に係る基本労務契約等の一部改正について

１ 改正の概要

（１）基本給月額の引下げ

国家公務員の俸給表の改定（平均▲0.23％）に準じて基本給表を減額

改定

（２）基本給表の減額改定に伴う基本給の経過措置額（現給保障額）の調整

国家公務員における給与構造改革（※）に伴う俸給の経過措置額の引下げ

（▲0.49％）に準じて基本給の経過措置額を減額調整

（※）給与構造改革とは、職務・職責に応じた俸給構造への転換（中高年層

の俸給水準を７％引下げ、俸給表全体で平均4.8％引下げ）、地場の民間賃

金を反映させるための地域間給与配分の見直しなど、2006年度に実施された

国家公務員の給与制度の抜本的な改革をいう。

（３）基本給表の減額改定に伴う旧格差給特別調整額等の調整

基本給表の減額改定に伴い、格差給及び語学手当の廃止に伴う経過措

置額

（現給保障額）を減額調整

（４）給与構造改革に伴う基本給の経過措置額の廃止

国家公務員における給与構造改革に伴う経過措置額が2014年４月１日

に廃止されることに準じて基本給の経過措置額を同日に廃止

（５）2013年４月１日における号俸の調整

給与構造改革に伴う経過措置額の廃止及び経過措置額の自然減に対応

して、１号俸又は２号俸の昇給抑制回復措置を2013年４月１日に実施（※）

（※） 国家公務員で実施された2012年４月１日の昇給抑制回復措置につい

ては、2013年４月１日の昇給抑制回復措置と合わせて実施

２ 実施日 ２０１３年４月１日

第８４回連合メーデー

「メーデーは働く人たちが主役。

声をひとつに仲間を集めて安心して

暮らせる未来をみんなでつくろう！

県中央地域連合

４月２７日（土）９時３０分集合
（小雨決行、雨天中止）

「東柏ヶ谷近隣公園」（海老名市）
相鉄線「さがみ野駅」下車徒歩約６分

募 集 ８０名程度
内 容 ①式典 ②バザー ③健康相談

④マーチング・バンド ⑤抽選会

相模原地域

４月２７日（土）９時３０分集合
（小雨決行、雨天中止）

「相模原市淵野辺公園」

JR淵野辺駅下車徒歩約20分・他
募 集 ５０名程度
内 容 ①式典

②ｱﾄﾗｸｼｮﾝ「特命戦隊ｺﾞｰﾊﾞｽﾀｰｽﾞ」③抽選会

役員・執行委員、支部委員、組合員およ

びその家族で参加される方は、４月２０

日（金）までに 参加申込書を組合まで

提出して下さい。

お 知 ら せ
中央本部との対話集会

４月１６日（月）１８時～ 相模分会・会議室

執行部以外で希望される方は至急、組合まで

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法

（
臨
措
法
）
は
５
年
間
の
時
限
立
法
で
本

年
五
月
十
六
日
に
効
力
を
失
う
こ
と
か
ら
、

組
合
は
防
衛
省
に
対
し
、
期
限
延
長
に
関

す
る
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
こ
の
法
案
は
四
月
四
日
に
衆
議

院
を
全
会
一
致
で
通
過
し
、
参
議
院
に
送

ら
れ
、
成
立
さ
れ
る
見
込
み
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

ま
た
三
月
二
二
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
は
、
駐
労
議
連
の
横
路

議
員
が
組
合
の
意
向
に
沿
っ
て
駐

労
問
題
を
質
問
し
、
我
々
の
諸
問
題
を
委

員
会
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。

※
在
日
米
軍
の
撤
退
等
に
伴
い
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
駐
留
軍
従
業
員
に
特
別

に
措
置
を
講
じ
、
生
活
の
安
定
に
資
す
る

目
的
と
し
て
、
全
駐
労
出
身
の
石
橋
元
衆

議
院
議
員
の
議
員
立
法
で
制
定
さ
れ
た
。

組
合
は
そ
の
期
限
ご
と
で
延
長
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ま
で
に
十
回
の
再
延
長
を
実

現
さ
せ
て
い
る
。

臨
措
法
・再
延
長
の
成
立
に
向
け
順
調
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（１）

Ｑ
Ⅰ
．
今
回
の
賃
金
改
定
の
内
容
は

ど
う
い
う
事
で
す
か
？

本
来
で
あ
れ
ば
二
年
前
の
（
二
〇

一
一
年
）
四
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ

る
予
定
だ
っ
た
基
本
給
の
減
額
改
定

が
、
こ
れ
だ
け
の
年
月
が
か
か
っ
て

よ
う
や
く
日
米
で
合
意
し
、
今
年

（
二
〇
一
三
年
）
四
月
か
ら
基
本
給

の
一
部
が
改
定
す
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
減
額
さ
れ
る
の
は
全
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
二
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

減
額
が
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
組
合
員

の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
に
な

ら
な
い
よ
う
に
訴
え
続
け
、
そ
の
要

求
に
よ
っ
て
二
〇
一
一
年
四
月
ま
で
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
削
減
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
Ⅱ
．
対
象
は
全
員
で
は
な
く
、
一

部
の
人
だ
け
だ
と
言
う
が
、
ど
の
年

齢
層
か
ら
減
額
さ
れ
る
の
か
？

人
事
院
勧
告
は
民
間
よ
り
高
め
と

な
っ
て
い
る
中
高
年
層
の
賃
金
を
引

き
下
げ
て
、
民
間
よ
り
低
め
の
若
年

層
に
当
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
の
で
、
各
基
本
給
表
の
中
位

の
人
か
ら
削
減
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
の
で
低
い
基
本
給
の

人
は
減
額
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
四
月

以
降
も
今
の
基
本
給
と
同
じ
。

＊
詳
し
く
は
組
合
が
後
日
配
布
す
る

冊
子
を
ご
覧
下
さ
い
。

Ｑ
Ⅲ
．
基
本
給
二
十
五
万
円
の
人
が

削
減
さ
れ
て
、
三
十
万
円
を
超
え
て

い
て
も
削
減
さ
れ
な
い
人
が
い
る
？

駐
労
の
賃
金
改
定
は
国
家
公
務
員

準
拠
が
基
本
と
な
っ
て
い
て
、
国
家

公
務
員
の
減
額
さ
れ
て
い
る
や
り
方

を
駐
労
に
対
応
す
る
等
級
・
号
俸
に

当
て
は
め
て
防
衛
省
が
決
め
て
い
ま

す
。
給
与
表
が
国
公
と
同
じ
で
な
い

た
め
、
ど
う
し
て
も
若
干
の
無
理
が

生
じ
ま
す
。
国
公
の
行
政
職
Ⅰ
（
駐

労
の
基
本
給
表
一
）
の
減
額
開
始
の

最
低
は
、
二
十
九
万
二
千
円
。
行
Ⅱ

（
基
本
給
表
二
）
で
二
十
六
万
三
百

円
で
す
。

Ｑ
Ⅳ
．
基
本
給
の
経
過
措
置
額
（
現

給
保
障
額
）
の
調
整
っ
て
何
？

二
〇
〇
六
年
四
月
の
国
公
の
給
与

構
造
改
革
に
伴
っ
て
、
駐
労
で
も
基

本
給
の
減
額
や
号
俸
の
四
分
割
化
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
実
際
は
、
そ
の
時
の
基
本
給
額

は
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
新

格
付
（
新
基
本
給
額
）
と
保
障
さ
れ

た
旧
基
本
給
額
の
差
額
が
「
現
給
保

障
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

七
年
経
過
し
た
現
在
で
も
、
当
時
こ

の
差
額
が
大
き
か
っ
た
人
は
、
こ
の

現
給
保
障
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
差
額
に
対
し
て
も
一
定
の
減
額

が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
で
す
。

Ｑ
Ⅴ
．
給
与
構
造
改
革
に
伴
う
基
本

給
額
の
経
過
措
置
額
の
廃
止
っ
て
何
？

Ｑ
Ⅳ
で
説
明
を
し
た
二
〇
〇
六
年

四
月
の
現
給
保
障
を
受
け
て
い
る
人

は
、
来
年
（
二
〇
一
四
年
）
四
月
一

日
を
も
っ
て
、
そ
の
額
の
支
給
が
廃

止
さ
れ
る
と
い
う
事
で
す
。

Ｑ
Ⅵ
．
旧
格
差
給
特
別
調
整
額
等
の

調
整
っ
て
何
？

二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
格
差
給
が

二
分
割
さ
れ
、
一
方
が
固
定
保
障
額
、

も
う
一
方
が
現
給
保
障
額
と
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
時
点
で
現

給
保
障
が
あ
る
人
に
対
し
て
も
一
定

の
割
合
で
減
額
が
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

Ｑ
Ⅶ
．
二
〇
代
や
三
〇
代
の
人
は
号

俸
が
上
が
る
（
給
与
ア
ッ
プ
）
と
な
っ

て
い
る
け
ど
、
年
齢
で
限
定
す
る
の

で
す
か
？

私
た
ち
駐
労
の
賃
金
は
国
家
公
務

員
準
拠
で
、
戦
後
長
い
間
そ
の
制
度

を
準
用
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
完
全

に
同
じ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
的
な
仕
事
（
全
国
の

米
軍
基
地
で
日
本
の
安
全
保
障
に
貢

献
す
る
）
と
い
う
事
で
国
家
公
務
員

の
制
度
に
準
拠
す
る
の
が
妥
当
だ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

国
公
は
多
く
の
人
が
高
校
や
大
学

を
卒
業
し
て
試
験
を
受
け
て
就
職
し
、

そ
の
ま
ま
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が

普
通
で
す
の
で
、
そ
の
間
に
昇
格
も

あ
り
、
給
与
の
階
段
を
年
齢
と
と
も

に
登
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

し
か
し
駐
労
は
中
途
採
用
が
多
く
、

自
分
で
給
与
の
高
い
職
位
に
応
募
し

て
採
用
さ
れ
な
い
と
定
年
ま
で
同
じ

仕
事
す
る
の
が
通
常
で
、
そ
の
場
合

は
「
定
期
昇
給
」
が
あ
る
の
み
で
す
。

Ｑ
Ⅱ
の
答
え
に
あ
る
よ
う
に
、
人

事
院
は
給
料
の
高
い
四
〇
代
〜
五
〇

代
の
人
の
給
料
を
け
ず
っ
て
、
若
い

層
に
配
分
し
、
今
よ
り
給
与
の
階
段

を
な
だ
ら
か
（
フ
ラ
ッ
ト
化
）
な
も

の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
今

回
の
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
基
本
的
に
は
駐
労
に
当
て
は

ま
ら
な
い
こ
と
で
、
本
来
な
ら
年
齢

で
は
な
く
て
給
与
の
低
い
層
に
当
て

る
の
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
良
の

方
法
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
要
求

す
る
と
「
国
公
準
拠
か
ら
は
ず
れ
る
」

と
防
衛
省
か
ら
否
定
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
駐
労
給
与
制
度
の
ジ
レ

ン
マ
と
言
え
ま
す
。

地
区
本
部
資
料
を
参
考

４月は川べり一面に咲く芝桜、そして牧場でのソフト

クリーム、そして隠れメニューの牛丼がとてもおいしい

ですよ！

実施日 ：４月2０日（土）

ツアー名：渋田川の芝さくらと柏木牧場

集合場所：小田急伊勢原駅改札

出発時間：9：３０

５月は逗子海岸の太陽の季節碑、森戸海岸の裕次郎灯

台を眺めます

実施日 ：５月2５日（土）

ツアー名：逗子河岸ウォーキング

集合場所：JR横須賀線・逗子駅改札

出発時間：9：３０

駐健保
ウォーキング＆ハイキングのお知らせ

ＩＰテストとは団体特別受験制度（ＩＰ＝Insutitutional Prog

ram）のことで、組合の会場でＴＯＥＩＣテストを受験することが

できます。

受験料が公開テスト〈6,615円（税込）〉よりも安価（個人負担

2,000円）になり、また、テスト結果を早くお渡しすることができ

ます。

ＴＯＥＩＣテストに関する詳細はホームページをご参照ください。

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｅｉｃ．ｏｒ．ｊｐ

【日程・会場】

①５月１１日（土）10:00 相模分会事務所 （定員20名）

②５月１８日（土）10:00 さがみ野支部事務所（定員30名）

【受験対象】組合員本人

【受験料】２，０００円（受験料は当日徴収）

【受験申込】申込用紙に必要事項を記入の上、組合事務所へ提出

してください。なお、受験者人数が少ない場合、中止になる事

もありますのでご了承ください。

また、下記の日程と試験会場（他支部）で、空席があれば受験

ができます。組合にご相談ください。

③５月１２日（日）厚木支部

④７月７日（日）横須賀支部エリア

二
〇
一
一
人
勧
の
Ｑ
＆
Ａ

お知らせ

駐留軍労働福祉財団の慶弔見舞金等制度の廃止に伴い、

3月31日までに発生した申請事由について、平成25年4

月30日で終了します。

駐留軍労働福祉財団 ℡03-3452-3461


